
ひょうごボランタリー基金助成事業選考委員会 審査基準等について 

 

 １ 審査基準 

  事業計画書の記載項目に準拠した内容を審査項目に記載し、具体的な内容の審査基準を設ける 
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ＮＰＯ団体の活動や運営の支援

について、効果のある活動ができ
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事業目的及びこれまでの団体の活動は中間支援業務を開始するに

あたり適切なものか。 

事業目的、事業内容は中間支援業務として適切か。 

他団体等による支援を踏まえ、計画の実現性は認められるか。 

期待される成果と今後の展望は事業目的に沿うものか。 
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現状と課題、及び事業目的は適切であるか。有益なものと認められ

るか。 

事業内容は事業目的の達成のために妥当、及び効果的なものか。 

（経費や連携先団体を踏まえ）実現性は認められるか。期待される成

果や展望は目的に対して妥当性はあるか。 

事業は良好な地域社会の実現や広く関係する団体等の向上をもた

らすものか。 
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業務遂行能力を有するか。 
※選考委員による

修正可能 
計画と費用の整合性は取れているか。 

総合評価 団体と事業を総合的に見た評価。 

 

２ 審査方法 

 ① 個別評価は項目別に５点満点（５点×６項目）、総合評価は２０点満点とし、合計５０点満点

とする。なお、事務局審査項目については選考委員による修正を可能とする。 

 ② 選考委員会を欠席する委員に対しては、事前に事務局が採点表を預かるとともに、委員の団

体への質問事項を伺い、委員長に伝達する。 

 ③ 選考委員が審査対象の事業と利害関係にある場合は、選考委員会設置要綱第６条第５項に基

づき、当該委員は、当該事業の審査から除くものとする。 

 ④ 事業の順位付けは、事業ごとの各委員の採点の合計点から、採点を行った委員の人数で除し

た事業ごとの平均点を算出して行う。 
 

３ 採点基準（※総合評価は２０点満点とし１点刻みとする）   

特に優れている ５点 

優れている ４点 

普通 ３点 

劣っている ２点 

特に劣っている １点 

 


